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１．緒言 

 近年のめざましい経済発展による自動車交通の拡

大に伴い舗装技術に対し耐久性などの厳しい性能要

求がなされてきた．その結果，従来のアスファルト

舗装は水密性に優れ雨水を舗装内へ浸透させない構

造となった．しかしこのように舗装内への雨水の浸

透を阻むことにより本来の地表面が持つ雨水の浸透

能が奪われている．現在都市部における舗装面の占

める割合は 10～20％に上り，都市周辺と比較すると

浸透能が低下していると懸念されている．仮に都市

部に集中豪雨があると，降った雨は地中に浸透せず

表面から流出し一気に河川に流れ込むため都市型水

害が生じる危険性が高まっているといえる．そこで

以上のような都市型水害の危険性を緩和するため総

合的な流域対策を行うことで洪水を抑制しようとい

う総合治水対策が取り上げられ，舗装面における対

策として雨水の浸透が可能な透水性舗装が注目を浴

びている1)．そこで本研究では透水性舗装の洪水抑制

効果の有用性を調べるため，従来舗装と比較し散水

実験を行い検証を行った． 

 

２．実験概要 

(a)実験施設 

図 1 に実験施設の断面図を示す．この実験施設は

実際に供用される舗装と同様の構造で施工しており，

透水性舗装が実際に供用された場合どのような効果

があるのかを正確に検証することが可能である． 

(b)計測機器 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図 1 実験施設の断面図 

 

 

 

 

 

 

 

 

表 1 実験条件 

 

鉱さい層に設置した間隙水圧計で水位を計測するこ

とが可能である． 

(c)実験条件 

表 1 に示すような条件で実験を行った．なお， 8 月 

31 の実験は鉱さい層まで水を貯めた実験であり，9

月14日の実験は舗装モデルを満水にして散水を止め 

たため，今回の考察には考慮しな 

 

舗装体内の水分移動および水収支を測定するため，

図 1 に示したようにモデル舗装の周囲をコンクリー

ト擁壁により囲い舗装体内からの側方流出を無くし， 

表面流出量，浸透量を転倒枡で測定している．また， 

キーワード 透水性舗装, 洪水抑制 

3. 実験結果 

(a)降雨時の溢流量                                     

降雨時の透水性舗装からの溢流量は洪水抑制という  

観点から見ると非常に重要である．図 2 は総降雨量 

連絡先：〒606-8501 京都市左京区吉田本町工学部 5 号館 ジオフロント環境工学講座 075-753-5129       

土木学会第60回年次学術講演会（平成17年9月）

-245-

5-123



        

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図 2 降雨強度による水収支の相違 

 

 

 

 

 

 

 

 

図 3 降雨強度による溢流開始時間の変化 

 

83.5mm を固定し降雨強度を変えて散水した時の相 

違を表すグラフである．このグラフより降雨強度が

強くなれば浸透量が減少し，溢流量が増加すること

が分かる．従来舗装の場合(降雨量)≒(溢流量)となる

ことを考えると，透水性舗装の場合 123mm/h という

たいへん強い降雨強度の時であっても，全降雨量に

対する溢流量が 34%程度と透水性舗装が大きな洪水

抑制効果を有することが推察される． 

(b)洪水遅延効果 

図 3 に示す降雨強度と溢流開始時間の関係より，

降雨強度が強くなっても降雨直後に表面流出が始ま

るわけではなく，幾分の洪水遅延効果を持つ結果が

得られた．従って透水性舗装がピークカットと呼ば

れる洪水抑制効果を有していることが推察される． 

(c)降雨強度による浸透現象の変化 

 図.4 に初期浸透高と降雨強度の関係，図 5 に降雨

強度と間隙水圧計で計測した溢流開始時の水位の関

係を示す．ただし，初期浸透高とは溢流が始まるま

でに降った雨の累積値を高さ mm で表したものであ

る．図 4 より溢流開始までの浸透量が降雨強度に伴

い減少することが分かる．さらに図 5 より降雨強度 

 

 

 

 

 

 

 

 

図 4 初期浸透高と降雨強度の関係 
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図 5 降雨強度と溢流開始時の水位の関係 

 

が 70mm 程度より大きくなると，溢流開始時の水位

が急激に低下することが見て取れる．これは舗装内

の透水性が均一になっているのではなく不連続にな

っていることによって舗装内に二重水面ができてい

ることや，浸透能が 70mm を超えると急に低下する

ことを示唆する結果であると考えられる． 

 
4．結言 

本研究によって，降雨強度が強い場合であっても

透水性舗装が表面流出量の抑制効果や流出遅延効果

を持つことが明らかとなった．さらに，初期浸透高

や溢流開始時の水位が降雨強度の増加に伴い減少す

る結果が得られた．これは透水性舗装への浸透現象

が大きく降雨強度に依存していることが原因である

と考えられる．今後は，透水性舗装が実際に供用さ

れた場合，透水性舗装の持つ洪水抑止効果がどの程

度であるかをさらに詳しく調べていく必要がある． 
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